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研究成果の概要：本研究では，日本国内で広く乱用されている覚醒剤メタンフェタミン (MA) の摂取証明の更な
る高度化を目指して，MA摂取者尿に微量存在する代謝物であるp-ヒドロキシメタンフェタミン (p-OHMA) の遊離
体を迅速・簡便に分離濃縮して検出するためのイオン液体 (IL) マイクロ抽出法および抽出試料の機器分析法に
ついて検討した．その結果，水中p-OHMAを効率的に分離濃縮できるIL種および抽出条件を見出したが，機器分析
法については更なる検討が必要と考えられた．

研究分野： 分析化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
p-OHMAの遊離体は尿中での存在比率が低く，p-OHMAの多くが抱合体となって存在していることから，従来p-OHMA
の検出には時間と手間のかかる加水分解処理を行うのが通例であった．今回見出したILマイクロ抽出法により，
加水分解処理を経ずとも容易に検出可能なレベルにまでp-OHMAの遊離体を分離濃縮できるものと考えられる．抽
出試料の機器分析法を確立できれば，警察による覚醒剤事犯への対応の一助になると期待されることから，今後
更なる検討を試みる予定である．
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１．研究の目的 
覚醒剤メタンフェタミン (MA) は，アジア諸国で最も乱用されている薬物であり，我が国で

もその乱用があとを絶たず大きな社会問題となっている．MAの乱用を取り締まる上で，対象者
の MA 所持・摂取の科学的立証が必要であることから，各都道府県警察の科学捜査研究所では
MA の化学分析が主要業務の一つとなっている．MA の摂取証明は，一般的に，対象者の尿中から
MA およびその代謝物を検出することで行われる．現在，MAの摂取証明に用いられる主な代謝物
はアンフェタミンであるが，MA に近い化学構造で流通の認められない代謝物である p-ヒドロキ
シメタンフェタミン (p-OHMA) を用いることができれば，より高度に立証可能と考えられる．
しかしながら，尿中の p-OHMA の大部分は硫酸やグルクロン酸の抱合化を受けていて遊離状態の
p-OHMA はごく微量であり，p-OHMA の分析には通常長時間かつ煩雑な加水分解操作が必要である
ことから，p-OHMA の検出は実務上困難を伴う．もし，迅速かつ簡便な操作で尿中の MA と p-OHMA
の同時検出が可能になれば，より高度な MAの摂取証明を簡単に行えるようになり有用であると
考えられる． 
 そのための基礎検討として，本研究では，p-OHMA の遊離体を水中から迅速かつ簡便に分離濃
縮して検出できるようなイオン液体 (IL) マイクロ抽出法および機器分析法の開発を試みた． 
 
２．研究成果 
水中の p-OHMA を強アルカリ性でアニオン化させ，アニオン高抽出能を持つ ILで撹拌抽出す

る方法を検討した．抽出前後の IL相および水相を分析試料とし，抽出条件や機器分析条件を最
適化した． 
最初に，水より高密度で少量の IL相を遠心法により容易に回収可能なトリヘキシル(テトラ

デシル)ホスホニウム・ビス(トリフルオロメタンスルホニル)アミド ([THTDP][NTf2])を用いて，
体積比が IL/水=1/50 の条件で p-OHMA の抽出を試みたが，殆ど抽出されなかった．ILの p-OHMA
抽出能を高めるために，より親水的な ILアニオンを用いる必要があると考えられた． 
そこで，塩化トリヘキシル(テトラデシル)ホスホニウム ([THTDP]Cl) を用いて同条件で抽出

を試みたところ，p-OHMA の抽出率は約 80 %まで向上した．[THTDP]Cl は水より低密度で水面に
浮遊してしまうため，少量の IL 相を遠心法により回収することは困難であったが，固相抽出で
使用されるポリスチレン製フリットに吸着させた後にメタノール等の有機溶媒で溶出させるこ
とで大部分の IL相を回収することができた． 
最後に，液体クロマトグラフィー質量分析法やガスクロマトグラフィー質量分析法などを用

いて，回収後の[THTDP]Cl からの p-OHMA の検出を試みたが，IL由来と思われるピークの影響に
より良好な分離検出を達成できなかった．今後，更なる機器分析条件の検討を試みる予定であ
る． 
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